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たのは本間久雄 ｢生活の芸術化一 ウイリアム ･モリスの
生涯-｣銀書院,1946年｡




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































12 調査と研究 第4号 (1993.4)
化させて行こうとする徹底した非暴力的な漸進
主義であったことも関連していると思われる｡
モリスが ｢労働の人間化｣という,極めて現代
的な問題に取り組んで,苦痛としか言えない現
代社会の労働を喜びに転換する方法を絶えず考
えようとし, ｢生活の簡素化 ･芸術化｣の課題
を提起してきた理由は明らかになった｡そして,
彼の指摘が現代の社会についてもかなりの点で
あてはまることは言うまでもないであろう｡社
会進化を生活の芸術化の視点から捉え直し,礼
会進化の原動力を改めて問い直すこと,それが
いま,求められているのである｡
